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各社の考え方

① 算定を⾏う
背景・⽬的

 環境負荷低減のためにサプライチェーン全体でのCO2排出量の把握が重要であり、より大き
な削減機会に効果的な対策が可能である。

 環境負荷情報の開示要求が高まっており、情報開示を積極的に行なう必要がある。

② 算定結果の
活⽤⽅法

 削減機会のより大きなカテゴリの環境負荷低減に取り組む。
 当社の環境に対する取り組み姿勢を明らかにし、お客様の信頼と理解を得る。
 社内の算定方法、算定体制を確立し、排出量の透明性を高める。

③ 算定のメリット  サプライチェーン全体での排出量が明確になり、効果的な対策ができる。
 排出量の透明性が高まり、お客様の情報開示要求にも対応可能である。
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各社の考え方

④ 社内の
算定体制

 調達、物流、経理部門からデータを収集し、環境部門で算定する。

⑤ サプライチェーン
排出量の削減に
向けて

 カテゴリ１のCO2排出量がサプライチェーン全体の約5割を占めるため、CO2排出量のより少
ない原材料への変更を積極的に推進する。

 物流では、適切な配車と積載率の向上ならびにモーダルシフトに取り組む。
 グリーン調達、廃棄物の再資源化に取り組む。
 ファスニング製品では、環境配慮商品の更なる開発、販売した製品の廃棄時の排出削減に

取り組む。

⑥ サプライチェーン
排出量算定の
課題

 金額ベースで算定した場合、購入金額の変動が排出量に影響する。
 原単位、活動量の精度向上が必要。
 海外拠点の活動量、原単位データの整備が必要。
 具体的な削減対策の立案と実行。
 排出量算定の効率化。
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カテゴリ

算定方法 ※算定対象期間 ： 2020年4月 ～ 2021年3月

活動量 原単位

カテゴリ1「購入した製品・サービス」  購入した原材料・資材の重量  原単位データベース（※1）

カテゴリ2「資本財」  資本財の設備投資金額  原単位データベース（※1）

カテゴリ3「Scope1,2に含まれない燃料及
びエネルギー活動」

 エネルギー（電気・燃料）使用量  原単位データベース（※1 ※2）

カテゴリ4「輸送、配送（上流）」  荷主分、調達の輸送トンキロ  原単位データベース（※1 ※2）

カテゴリ5「事業から出る廃棄物」  廃棄物種類別処理量  原単位データベース（※1 ※2）

カテゴリ6「出張」  交通費の移動手段別支給額  原単位データベース（※1）

カテゴリ7「雇用者の通勤」  交通費の移動手段別支給額  原単位データベース（※1 ※2）

カテゴリ8「リース資産（上流）」  リース資産の操業に伴う排出はスコープ１，２に含めたため、算定対象範囲から除外

カテゴリ9「輸送、配送（下流）」  客先への輸送は自社から委託しておりカテゴリ4に含めたため、カテゴリ9には計上していない

カテゴリ10「販売した製品の加工」  生産量（長さ・個数）  自社加工工程における生産量あたりの
原単位

カテゴリ11「販売した製品の使用」  販売した製品による使用段階排出はないため、算定対象範囲から除外

カテゴリ12「販売した製品の廃棄」  生産量 （重量）  原単位データベース（※1 ※2）

カテゴリ13「リース資産（下流）」  他者に賃貸していないため、算定対象範囲から除外

カテゴリ14「フランチャイズ」  フランチャイズ主宰者ではないため、算定対象範囲から除外

カテゴリ15「投資」  投機目的の投資は実施していないため、算定対象範囲から除外

「その他」  オプションカテゴリのため、算定対象範囲から除外
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※1 「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース（Ver.3.1）」
※2「LCIデータベースIDEAv2（サプライチェーン温室効果ガス排出量算定用）」
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算定結果

 サプライチェーン排出量
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※ＣＯ２排出量算定：ＹＫＫの国内、海外2020年度排出量
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Scope1 76

Scope2 383

Scope3

カテゴリ1 318

カテゴリ2 80

カテゴリ3 49

カテゴリ4 37

カテゴリ5 1

カテゴリ6 0

カテゴリ7 8

カテゴリ8 -

カテゴリ9 -

カテゴリ10 0

カテゴリ11 -

カテゴリ12 48

カテゴリ13 -

カテゴリ14 -

カテゴリ15 -

Scope3 計 540

Scope1,2,3 計 1,000

（千t-CO2）


